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火災・救急
テレホンガイド

男　5,915人（－1）
女　6,352人（－3）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 葛原　和江（小森）

新山支部
　新山地区では、毎年地区民ふれあい運動会が開催され、約300人が集い日ごろの運動
不足解消や相互の交流を図りながら楽しい１日を過ごしています。
　今年は愛育委員が地区の皆さんとかかわりをもつため「レッツ・チャレンジ！！健康障害
物競争」と題した、健康づくりのための競技を考え、運動会に参加させていただきました。
　この競技では、肩甲骨、聴力、肺活量、股関節、ジャンプ力の測定を真似た競技を行い、年
齢別の健康度を見ていただきました。この競技に共通することは【姿勢】で、猫背でいたら

体にさまざまな弊害が起こってくることを知っていただきま
した。
　来年もこの運動会に元気で集えるよう「明日からと言わず今から姿勢を正し、胸を張って健
康で頑張っていきましょう！」と締めくくり、胸を張り行進をして終わりました。
　これからも、さまざまな行事に参加し、新山地区の皆さんの健康づくりのお手伝いができる
よう活動を行っていきたいと思います。

愛育委員会活動報告

  材　料   作り方
①タアサイは４～５㎝長さに切る。
　長ねぎは縦半分に切って斜めに切り、生姜は千切りにす

る。厚揚げは熱湯をサッとまわしかけて細切りにする。
②フライパンにごま油小さじ２を熱して、タアサイの茎、生

姜を炒める。しんなりしたら、長ねぎ、厚揚げ、タアサイの
葉を加えて炒め、全体に油がまわったら、合わせ調味料
のうち大さじ２の量を回しかける。全体にしんなりしたら
軽く塩、こしょうをふり、器に盛る。

③フライパンの油を軽く拭き、残りの合わせ調味料を煮立
たせ、２分経ったら水溶き片栗粉でとろみをつける。味を見て、塩、こしょうで味を調え、卵を溶きほ
ぐして流し入れ、ふわっとしたらごま油を少々たらし、タアサイにかける。

タアサイの卵あんかけ（２人分）料理名

エネルギー：227kcal　たんぱく質：17.3ｇ　カルシウム：335mg　食塩：0.8ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊タアサイはすぐに火が通り、どんな料理にも合います

卵あんかけにすることで子どもでも食べやすくなります♪
★タアサイの栄養
　冬に強い野菜のひとつです。寒さにあたることで丈が伸びず甘味が増し、もっとも美味しくなります。
　栄養価は高く、特にカロテン、ビタミンＢ１、Ｂ２、カルシウムが豊富な緑黄色野菜です。
　また、アクも少なく、葉も柔らかいため、そのまま調理することができます。

大和栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜タアサイ

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう

タアサイ 大１株（２００ｇ）
卵 ２個
長ねぎ 1/3枚
厚揚げ 小１本
生姜の薄切り １枚
★合わせ調味料
　鶏ガラスープの素 小さじ１
　湯 １と1/2カップ
　薄口しょうゆ 小さじ1/3
　生姜汁 小さじ１
水溶き片栗粉 少々
ごま油 少々
塩、粗挽き黒こしょう 少々
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総務費…選挙や住基、徴税、
財政管理などの経費

民生費…高齢者や障害者、児童
などの福祉に関連する経費

衛生費…老人・母子保健、予
防接種、合併浄化槽、し尿・
ごみ処理などの経費

農林業費…農林業の振興、農
業用道路や水路、農村環境
などの経費

商工費…道の駅管理運営、総
合施設事業などの経費

土木費…町道改良、舗装、住
宅建設などの経費

消防費…消防団の運営、常備
消防委託などの経費

教育費…幼稚園、小中学校の
管理、社会教育、生涯教育、
体育振興、文化財保護など
の経費

公債費…町の借金である町債
などを返済するための経費

諸支出金…財政調整基金、災
害対策基金積立などの経費

出るお金・歳出
町税…皆様が町に納めたお金で
町民税、固定資産税、軽自
動車税、たばこ税など

繰入金…基金などの積立金から
取り崩すお金

繰越金…前年度からの繰越のお
金

地方交付税…国から町の財政力
に応じて交付されるお金

国庫支出金…国が各種事業に補
助金等として負担するお金

県支出金…県が各種事業に補助
金等として負担するお金

町債…事業を行うために、町が
国などから借り入れた資金

自主財源…町が自主的に
収入できる財源

依存財源…国や県などか
ら定められた額を交付
されたり割当てられた
りする収入

入るお金・歳入

前　頁　グ　ラ　フ　用　語　解　説

特別会計 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額
国民健康保険 157,391 152,061 5,330
介護保険 203,880 198,984 4,896
後期高齢者医療 15,672 15,661 11
育英資金 2,690 1,060 1,630
診療所 2,914 1,452 1,462
簡易水道 52,569 52,466 103
下水道 18,960 17,698 1,262
農業集落排水事業 14,088 14,077 11
住宅新築資金等貸付事業 70 70 0
吉川財産区 2,379 242 2,137
大和財産区 235 55 180
賀陽財産区 2,463 187 2,276

計 473,311 454,013 19,298

上水道

※１　収益的収入
39,303

※３　資本的収入
2,442

※２　収益的支出
32,695

※４　資本的支出
2,585

6,608

△143

民生費
154,774円
高齢者・児童の福祉など

公債費
115,389円
借入金の返済

円

農林業費
83,859円

農業・畜産の振興など

衛生費
57,622円

教育費
56,246 円
学校・公民館・図書館の
運営など

土木費
49,894円

道路・河川の整備など

消防費
23,984円

火災・災害の対応など

その他
40,307円
議会・災害復旧・観光振興・
積立金など

町民１人当たりの予算 699,144円
こんなふうに使われました　　一般会計

●平成27年3月31日 現在　　人口　12,284人

総務費
117,069
地域振興財産管理など

保健衛生・廃棄物の収集、
処理など

※１�　収益的収入とは、水道料金、受託
工事収益、預金利息等の収入をいい
ます。

※２�　収益的支出とは、水道事業の営業
活動に従事する職員の人件費、維持
修繕費、光熱水費や薬品等の消耗品
費、受託工事費や減価償却費などを
いいます。

※３�　資本的収入とは、国などからの借
入金や一般会計や他の会計からの負
担金、加入者分担金などです。

※４�　資本的支出とは、建設改良に従事
した職員の人件費、配水管敷設や浄
水場建設などの工事費、起債の償還
金などです。

※�なお、資本的収入額が資本的支出額に
対し不足する額は、減価償却費等によ
り生じる内部留保資金から補てんされ
ます。

●特別会計決算額

総務費
14億3,808万円
（16.7%）

歳出
85億8,828万円

歳入

議会費
9,936万円（1.2%）

民生費
19億124万円
（22.2%）

衛生費
7億783万円
（8.2%）

労働費 634万円（0.1%）

農林業費
10億3,012万円
（12.0%）商工費

 1億6,024万円
（1.9%）

土木費
6億1,290万円

（7.1%）

消防費
2億9,462万円

（3.4%）

教育費
6億9,093万円
（8.0%）

災害復旧費
4,943万円
（0.6%）

公債費
14億1,744万円
（16.5%）

諸支出金
1億7,975万円

（2.1%）

89億4,905万円

町税
11億7,157万円
（13.1%）

繰入金
1億4,555万円
（1.6%）

繰越金
4億1,312万円
（4.6%）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入、寄附金
諸収入
4億2,824万円 
（4.8%）

地方交付税
45億2,470万円
（50.6%）

町債
5億3,695万円

（6.0%）

県支出金
8億1,890万円
（9.2%）

国庫支出金
5億6,636万円
（6.3%）

地方譲与税
地方消費税交付金

自動車取得税交付金等
3億4,366万円（3.8%）

自 主
財
源

依

存

財 源

一般会計　歳入

一般会計　歳出
85億8,828万円

89億4,905万円

（単位：万円）

集
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●健全化判断比率について

●吉備中央町普通会計貸借対照表（平成26年３月31日現在）

　健全化判断比率とは、吉備中央町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断す
るための指標として「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定したものです。

指　　　　標 説　　　明 早期健全
化基準

吉備中央町の数値
平成26年度決算 平成25年度決算

率
比
断
判
化
全
健

実質赤字比率 一般会計等における実質赤字額の標
準財政規模に対する比率 14.49 －

（黒字のため－と表示）
－

（黒字のため－と表示）

連結実質赤字比率
公営企業分（上下水関連）を含むすべての公
会計における実質赤字額（または、資金の不
足額）の標準財政規模に対する比率

19.49 －
（黒字のため－と表示）

－
（黒字のため－と表示）

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金等
の標準財政規模に対する比率 25.0 15.1 15.9 

将来負担比率
公社や出資法人等を含め、一般会計
等が将来負担する実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

350.0 71.6 84.5

※�標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準
税収入額等に普通交付税を加算した額。
※早期健全化基準とは、財政の健全化を表す指標で、これを超過すると財政は破綻に近づいていくことを表します。

　町では、財政状況を把握し明らかにするため、財政健全化法による財政健全化判断比率の指標を公表して
います。
　平成26年度の財政状況は、いずれも早期健全化基準を下回っており、平成25年度より改善しています。

（単位：百万円）

資産の部　（これまで積み上げてきた資産）

産
資
融
金

資金
（現金や預金の資産） 515

債権
（税等の未収金、貸付金など） 185

有価証券
（運用目的の有価証券） 0

投資等
（出資金、基金など） 6,037

産
資
融
金
非 事業用資産
（庁舎や学校などの有形、無形固定資産） 16,754

インフラ資産
（道路や水道などの社会基盤となる資産） 43,722

資産合計 67,213

負債の部　（将来世代が負担する金額）

債
負
動
流

公債
（地方債の翌年度償還予定額） 1,266

短期借入金
（連結対象団体の短期借入金の残高） 34

その他
（賞与引当金など） 155

債
負
動
流
非

公債
（地方債残高のうち翌年度償還予定額を除いた残高） 10,562

借入金
（連結対象団体の長期借入金の残高） 0

引当金
（退職手当引当金など） 1,433

その他 5
負債合計 13,455

純資産の部　（現在までの世代が負担した金額）
純資産合計 53,755

負債・純資産合計 67,210

※四捨五入したため一致しない部分があります。

貸借対照表を町民一人当たり換算すると
平成 26年 3月 31日現在
人口 12,427人

（単位：万円）
資　　　産 541
負　　　債 108
純　資　産 433

　町では、企業会計の考え方に基づき、発生主義、複式簿記を導入した、地方
公会計制度により「貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金
収支計算書」の財務諸表を公表しています。（吉備中央町ホームページなど）
　これにより、公正な評価による資産や負債の蓄積状況など、実際に現金の支
出を伴わない隠れたコストも把握することができます。
　上の表は、４つの財務諸表のうちのひとつで、バランスシートとも呼ばれる貸借対照表です。町が所有し
ている資産や、これから返済していかなければならない地方債などの負債がどれくらいあるのか、確認する
ことができます。
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催
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別
功
労
表
彰
で
津つ

島し
ま

雅ま
さ

章あ
き

教
育
長
が
教
育
行
政
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
島
教
育
長
は
、
平
成
21
年
４
月
、
吉
備
中
央
町
教
育
委

員
会
教
育
長
に
就
任
。
在
職
６
年
７
ヶ
月
の
間
に
、
町
立
図

書
館
の
新
設
や
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
た
「
き
び
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
、
町
内
４
中
学
校
を
１
中
学
校
に

統
合
す
る
に
あ
た
り
、
広
く
地
域
住
民
や
保
護
者
を
は
じ
め

と
す
る
学
校
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
な
ど
地
域
の
教

育
の
発
展
・
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
文
化
祭
で
の
重
森
三
玲
顕
彰
施
設
の
整
備
や

公
民
館
の
整
備
充
実
な
ど
、
総
合
的
な
教
育
文
化
行
政
の
推

進
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
島
教
育
長
は
「
受
賞
で
き
た
の
は
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理

解
や
議
会
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
庁
職
員
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
10
日
、
津
山
市
で
開
催
さ
れ
た
第
27
回
岡
山
県
民
有

林
優
良
材
展
示
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
＝
岡
山
県
森
林
組
合
連

合
会
）
で
、新
山
財
産
区
か
ら
出
品
さ
れ
た
木
材
（
ヒ
ノ
キ
）

が
農
林
中
央
金
庫
岡
山
支
店
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
優
良
材
の
振
興
を
図
る
た
め
、
国

産
材
の
安
定
供
給
や
県
内
の
林
業
発
展
の
た
め
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

新
山
財
産
区
で
は
、
森
林
と
先
人
の
思
い
を
次
世
代
ま
で

末
永
く
伝
え
る
た
め
、
長
年
に
わ
た
り
森
林
の
管
理
・
育
成

な
ど
積
極
的
に
行
い
、
優
良
材
の
生
産
に
努
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
吉
備
中
央
町
有
功
表
彰
に
吉
備
高
原
図
書

館
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
決
ま
り
、
12
月
６
日
に
開
催
さ
れ

た
、
生
涯
学
習
・
人
権
フ
ェ
ス
タ
in
吉
備
中
央
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、町
の
自
治
や
文
化
な
ど
、町
の
発
展
に
寄
与
し
、

町
民
の
福
祉
増
進
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
団
体
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

　

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
吉
備
高
原
北
部
住
区
の
有
志
の

方
々
が
、
地
域
住
民
の
読
書
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の

た
め
、
平
成
５
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
へ
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
10
年
に
は
吉
備
高
原
小
学
校
の
図
書
室
に

活
動
拠
点
を
移
し
、
週
２
回
の
地
域
住
民
へ
の
図
書
の
貸
し

出
し
や
、
定
期
的
に
県
立
図
書
館
か
ら
本
を
借
り
入
れ
る
な

ど
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
幅
広
い
読

書
活
動
の
支
援
を
長

年
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
読
書
活

動
の
推
進
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

が
、
地
域
に
多
大
な

貢
献
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

教
育
行
政
功
労
賞
を
受
賞

吉
備
中
央
町
有
功
表
彰

�
（
地
域
教
育
功
労
賞
）

第
27
回
岡
山
県
民
有
林
優
良
材
展
示
コ
ン
ク
ー
ル

�

農
林
中
央
金
庫
岡
山
支
店
長
賞
受
賞



67 広報きびちゅうおう  2016. ２月号 広報きびちゅうおう  2016. ２月号

■まちの話題 まちの話題
文
部
科
学
大
臣

�

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

子
育
て
応
援
隊
あ
そ
ぼ
う
屋

田
舎
暮
ら
し
体
験・交
流
ツ
ア
ー

お
か
や
ま
希
望
学
園
学
園
創
立
20
周
年
式
典

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
供
給

等
に
関
す
る
基
本
協
定
」並
び
に「
地
域

見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」調
印
式

備
前
県
民
局
出
前
講
座「
木
育
教
室
」

　

12
月
４
日
、
田た

中な
か

一ひ

二ふ

三み

さ
ん
（
吉
川
）
が
「
平
成
27
年

度
社
会
教
育
功
労
者
」
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
、
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
・
越こ

し

宗む
ね

倫み
ち

生お

所
長
か
ら

表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
振
興
に
功
労
が
あ
っ
た
方

に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
を
行
う
も
の
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
平
成
７
年
11
月
か
ら
平
成
22
年
１
月
ま
で

の
14
年
余
り
に
わ
た
り
、
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
に
お

い
て
利
用
団
体
が
快
適
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
施

設
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
青
少
年
教
育
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
27
日
、
か
も
が
わ
総

合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
で

あ
そ
ぼ
う
屋
in
吉
備
中
央
町

（
主
催
＝
備
前
県
民
局
、
町

子
育
て
推
進
課
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
備
前
県
民
局
が

県
内
の
大
学
等
が
も
つ
知

的
、
人
的
資
源
を
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
の

取
り
組
み
を
「
お
か
や
ま
子

育
て
カ
レ
ッ
ジ
」に
指
定
し
、

地
域
に
お
け
る
遊
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
間
や

親
子
で
の
交
流
の
場
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の
園
児
、
未
就
学
児

童
や
そ
の
保
護
者
な
ど
約
２
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
旭
川
荘
厚
生
専
門
学
院
の
児
童
福
祉
学
科
の
１

年
生
が
来
町
。
手
遊
び
や
人
形
劇
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
が
行
わ

れ
る
と
参
加
者
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
・
交
流
ツ
ア
ー
（
主
催
＝

町
定
住
促
進
課
）
が
行
わ
れ
、
大
阪
府
や
広
島
県
、
県
内
か

ら
合
計
5
組
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
で
の
田
舎
暮
ら
し
に
関
心
の
あ
る
方
に
実

際
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
先
輩
移
住
者
や
地
域
の
方
と
の
交
流

や
町
内
見
学
を
通
し
て
、
移
住
先
と
し
て
吉
備
中
央
町
の
魅

力
を
体
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
飛
躍
の
郷
ひ
だ
ま
り
で
、
先
輩
移
住
者
や

地
域
の
方
と
、
生
活
環
境
や
地
域
と
の
つ
き
あ
い
方
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
交
流
会
の
後
に
は
、
地
域

で
採
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
昼
食
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
山
地
区
で
は
、
新
山
七
転
会
に
よ
る
餅
つ
き
を
体
験

し
、
地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
た
り
、
道
の
駅
・
空
き
家
・

吉
備
高
原
都
市
や
転
入
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
見
学
も

行
い
、
参
加
者
は
町
内
の
様
子
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
4
組
の
参
加
者
が

吉
備
中
央
町
に
移
住
し
て
み
た
い
と
思
う
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

12
月
３
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
吉
備
中
央
町
と
生
活
協
同
組

合
お
か
や
ま
コ
ー
プ
に
よ
る
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活

物
資
供
給
等
に
関
す
る
基
本
協
定
」
並
び
に
「
地
域
見
守
り

活
動
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー
プ
が
、
社
会
貢

献
の
一
つ
と
し
て
、
災
害
時
の
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
う

た
め
、
岡
山
県
内
の
自
治
体
と
災
害
支
援
等
に
関
す
る
協
定

の
締
結
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
本
町
と
協
定
締

結
を
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
山
本
町
長
が
「
災
害
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、
今
後
も
町
民
が
よ

り
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
今
後
は
地
震
や
風
水
害
な
ど
に
よ
る

災
害
発
生
時
の
食
料
品
な
ど
応
急
生
活
物
資
の
確
保
や
、
配

送
業
務
中
の
地
域
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
高
谷
に
あ

る
学
校
法
人
お
か
や
ま
希

望
学
園
創
立
20
周
年
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
運
営
す
る
吉

備
高
原
の
び
の
び
小
学

校
、
吉
備
高
原
希
望
中
学

校
の
児
童
生
徒
や
そ
の
保

護
者
、
学
校
関
係
者
約

２
７
０
名
が
参
加
。

　

式
で
は
、
黒く

ろ

瀬せ

堅か
た

志し

理

事
長
が
「
20
周
年
を
迎
え

た
今
回
の
式
典
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
と
と
も
に
、
今

後
も
こ
の
学
校
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
学
園
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
学
園
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
後
、
最
後
に
児
童
生
徒
に
よ
る
学
園
歌
の
合
唱

が
行
わ
れ
、
20
周
年
の
記
念
の
節
目
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
、
吉
備
高
原
小
学

校
で
、
木
育
教
室
（
主
催
＝
備

前
県
民
局
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
森
林
の
恵
み
で
あ

る
木
材
に
触
れ
、
そ
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
と
も
に
、
地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
の
森
林
が
持

つ
公
益
的
・
多
面
的
機
能
や
、

森
林
と
人
と
の
関
わ
り
方
や
森

を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
同
校
５
年
生
児
童
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
備
前
県
民
局
森
林
企
画
課
池い

け

田だ

稔み
の
る

副
参
事
が

森
林
の
持
つ
働
き
や
県
内
に
お
け
る
森
林
や
林
業
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
内
の
間
伐
材
で
ペ
ン
立
て
や
木
製
ベ
ン
チ
を

製
作
。
児
童
た
ち
は
作
業
を
通
し
て
木
材
に
親
し
む
と
と
も

に
、
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

２
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成28年２月25日（木）
午前９時～正午

会場 吉川公民館 加茂川総合
福祉センター

相談
内容 行政相談・福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
28
年
２
月
２
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
28
年
２
月
16
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相

談
室

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
28
年
２
月
18
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

賀
陽
庁
舎
１
階
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

農
道
や
山
林

の
道
路
脇
な

ど
、
人
目
に
付

か
な
い
場
所
へ

の
ご
み
の
不
法

投
棄
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
は

景
観
を
損
ね
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
水
質
や
土
壌
の
汚
染
な
ど

環
境
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
へ
の
最
も
効
果
的

な
対
策
は
、
不
法
投
棄
を
許
さ
な
い
、
さ
せ

な
い
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
で
す
。

　

日
常
の
生
活
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
監
視
の

目
を
強
化
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
不
法
投
棄

対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
不
法
投
棄
の
罰
則
】

　

�

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
（
法
人
に
は

３
億
円
ま
で
加
重
が
で
き
る
）
以
下
の
罰

金
と
い
う
厳
し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

不
法
投
棄
、
不
法
投
棄
者
を
見
か
け
た
ら

住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
上
手
く
い
か
な
い
。

よ
く
眠
れ
な
い
。
家
に
閉
じ
こ
も
る
日
々
が

続
い
て
い
る
。
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た

な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
専
門
医
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

家
族
や
お
世
話
を
し
て
い
る
人
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
28
年
２
月
５
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

【
会
場
】
加
茂
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※�

２
月
３
日
㈬
ま
で
に
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

　

・�

仕
事
や
生
活
に
お
け
る
強
い
ス
ト
レ
ス

や
不
安
、
悩
み

　

・�

ひ
き
こ
も
り
や
認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

�

０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
６

心
の
健
康
相
談
会

FAX

　
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

入
札
指
名
参
加
願
の
申
請
受
付

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産

税（
償
却
資
産
）の
課
税
に
つ
い
て
　

　

つ
ぎ
の
と
お
り
、
平
成
28
年
度
入
札
指
名

参
加
願
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
提
出
先
】

　

〒
７
１
６

－

１
１
９
２

　

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
豊
野
１
番
地
２

　

吉
備
中
央
町
役
場
賀
陽
庁
舎　

総
務
課

【
提
出
締
切
】

　

平
成
28
年
３
月
31
日
（
必
着
）

【
有
効
期
間
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

�

平
成
29
年
３
月
31
日　
　

【
提
出
方
法
】　　

　

郵
送
・
持
参
ど
ち
ら
で
も
可

【
書
類
の
綴
じ
方
】

　

�

Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
（
背
表
紙
に
業
者
名

明
記
の
こ
と
。
色
指
定
な
し
）

【
申
請
書
類
】

　

国
土
交
通
省
統
一
様
式
に
沿
っ
た
も
の

※�

提
出
書
類
に
つ
い
て
は
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※�

書
類
等
に
不
備
が
あ
る
と
受
付
が
で
き
な

い
た
め
、
早
期
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

※�

受
付
確
認
が
必
要
な
方
は
受
付
票
及
び
返

信
用
の
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課　

財
政
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
３

　

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
さ
れ
た
場
合
、

償
却
資
産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

所
有
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
課
税
区
分
を
参
考

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合

は
、
償
却
資
産
申
告
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
課
税
区
分
〕

【
個
人
】

　

�　

KW
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

て
、発
電
量
の
全
量
を
売
電
す
る
場
合
は
、

償
却
資
産
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

【
法
人
個
人
事
業
主
】

　

�

発
電
出
力
量
や
全
量
売
電
か
余
剰
売
電
か

に
か
か
わ
ら
ず
償
却
資
産
と
し
て
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

課
税
区
分
に
該
当
す
る
場
合
、
償
却
資
産

申
告
書
と
と
も
に
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら

発
行
さ
れ
た
『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
の
認
定
に
つ
い
て（
通
知
）』及
び
、

中
国
電
力
と
の
『
電
力
受
給
契
約
書
』
の

写
し
も
併
せ
て
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

平成28年度に
野猪等被害防止事業を共同で計画されている方へ

　イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害に対し、共同（３戸以上）で防護柵（電柵・ワイヤーメッ
シュ等）の設置を計画される方は、国・県への補助申請のため事業要望の取りまとめを行いますので、
下記により農林課までご連絡をお願いします。
　なお、個人施工による設置を計画されている方は、４月以降に申請の手続きを行ってください。

１．報　告　内　容　�集落名、代表者の住所、氏名、電話番号、受益者数、仕様、施工地番、計画延長（ｍ）
をご連絡ください。

２．報　告　期　限　平成28年２月26日（金）

（参考）補助内容については、次のとおりです。
補助金の名称 仕　　様 補助基本額 補助率

野猪等被害防止
事業補助金　　

トタン・ワイヤーメッシュ 1ｍあたり500円以内

補助基本額、または原材料費
のいずれか低い額の2／3以内

電気柵 1ｍあたり125円以内
（１段あたり）

防護ネット 1ｍあたり200円以内
防鳥ネット 1㎡あたり100円以内

【お問い合わせ先】　農林課　林業振興班　☎０８６６－５４－１３１８

10
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1011 広報きびちゅうおう  2016. ２月号 広報きびちゅうおう  2016. ２月号

町県民税の申告（所得税の確定申告）について
■町県民税の申告（所得税の確定申告）期限は、３月15日です。
■２月16日から３月15日まで各地区で申告相談を行います。

　平成28年度町県民税の申告書（平成27年分所得税の確定申告書）の提出期限は、平成28年３月
15日（火）までとなっています。申告をしなければならない人は、平成27年中（１月１日～12月
31日）の所得金額等を正しく計算し、早めに申告をお願いします。
　２月16日～３月15日まで各地区で申告相談及び申告書の受付を行います。各地区の日程および申
告に必要な準備、書類等については、この広報きびちゅうおう２月号と併せて配布している日程表を
ご覧ください。

給与所得がある方
①給与の収入金額が2,000万円を超える方
②�給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所
得を除く）の合計額が20万円を超える方
③給与を２か所以上から受けていて､ 年末調整をされなかった給与の収入金額と各種の所得金額
　（給与所得、退職所得を除く）の合計金額が20万円を超える方　など
公的年金等を受給されている方
　公的年金等に係る雑所得の金額から所得金額を差し引くと残額がある方（公的年金の収入金額が
400万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の各種の所得金額が20万円以下である場合に
ついては、確定申告の必要はありません。確定申告が必要ない場合であっても、還付を受けるために
は、確定申告書を提出する必要があります。）
上記以外の方
　事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方、土地・建物等
の譲渡所得があった方、株式の譲渡所得等があった方で、各種の所得金額の合計額から雑損控除その
他の所得控除の合計額を差し引き、その金額を基として計算した税額が配当控除額と年末調整の際に
控除を受けた住宅借入金等特別控除額の合計額を超える方

　上記の「所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方」以外で、平成28年１月1日現在、吉備
中央町内に居住し、次に該当する方は、吉備中央町へ町県民税の申告書の提出が必要です。
◆給与収入がある方で、
　　○年末調整した給与以外に各種所得がある方。
　　○平成27年中にアルバイトやパートなどをしていた方で、収入金額が93万円を超える方。
◆公的年金等の収入のみがあり、配偶者・扶養控除、障害者控除等を受けたい方で、
　　○平成28年１月１日現在の年齢が65歳以上で、年金収入額が148万円を超える方。
　　○平成28年１月１日現在の年齢が65歳未満で、年金収入額が98万円を超える方。
◆�事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方、土地・建物等
の譲渡所得があった方、株式の譲渡所得等があった方。
◆その他地方税法の規定により申告が必要な方。
〔注〕�　所得税の確定申告及び町県民税の申告の必要のない方（所得のない方を含む。）でも、国民

健康保険又は後期高齢者医療制度に加入されている世帯の世帯主並びに被保険者の方は、税額
（保険料）軽減等の算定に必要となりますので、町県民税申告書（兼国民健康保険税・後期高
齢者医療保険料申告書）の提出をお願いします。

所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方

町県民税の申告が必要な方

　　　�　また、平成28年度中に所得証明書（所得額が０円のものを含む。）等が必要となる方は、町
県民税申告書を提出してください。

　２月16日（火）・17日（水）の２日間は、下竹荘公民館（湯山1002）において、町内全域の方を
対象に岡山西税務署と合同で申告相談及び申告書の受付を行います。営業等・不動産・配当所得、土
地建物・株式の譲渡所得等がある方は、できるだけこの２日間にお越しください。

◆�申告相談にお越しの際は、この広報紙と一緒にお配りしている「申告相談日程表」の裏面をよくお
読みいただき、所得額の計算に必要な事前準備をしていただくとともに、持参いただく書類等をよ
く確認のうえご来場ください。

◆�毎年収支内訳書の作成に時間がかかり、申告相談会場で順番をお待ちいただく時間が長くなってい
ますので、事前作成のご協力をお願いします。収支内訳書の作成が難しい方は、領収書や通帳など
収入金額と支出金額が分かるものを整理のうえご持参ください。農業所得のある方は、この広報紙
と一緒にお配りしている「農業所得収支整理ノート」に記入してご持参ください。

◆�医療費控除を受ける方は、支払った医療費の領収書等を受診者別に仕分け、金額の集計を必ず行っ
てご持参ください。

　ご不明な点がありましたら、次へお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

２月16日・17日の２日間は、税務署と合同で申告相談を行います

申告相談に来られる際の注意点（お願い事項）

平成28年度から原則すべての事業主の皆さまに従業員の町県民税
（個人住民税）を特別徴収（給与から天引き）していただきます

　事業所において、毎月の給与を支給する際、従業員の町県民税（個人住民税）を特別徴収（給
与から天引き）して従業員の住む市町村に納めていただく制度です。所得税の源泉徴収義務の
ある事業主（給与支払者）で、当面特別徴収を行うべき従業員が３名以上の事業所が対象とな
りますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。

　従業員が個別に自分で納付する普通徴収は年４回で納めていただきますが、特別徴収は年
12回で納めていただくようになり、１回当たりの納付額が少なくて済みます。また、納税の
ために金融機関等へ行く手間が省け、町県民税の納め忘れがなくなるなど、従業員の方にとっ
てたいへん便利な制度です。

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

　町民税・県民税（個人住民税）の特別徴収制度とは

　特別徴収制度は、従業員の方にとってたいへん便利な制度です
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ

児童扶養手当制度の概要
　児童扶養手当は、父母の離婚などにより父または母と生計を同じくしていない児童の健やかな成長のため、
生活の安定と自立の促進を目的として支給する手当です。

◆児童扶養手当を受けることができる方
　児童扶養手当は、18歳に達する日以後最初の３月31日までの間の児童等をもつ母子家庭の母親、父子家庭
の父親、または養育者に支給されます。

対象となる児童
・父母が離婚した場合
・父親又は母親が死亡した場合
・父親又は母親が１年以上家を出て連絡がない場合
・父親又は母親が生死不明の場合
・父親又は母親が１年以上法律により拘禁されている場合
・父親又は母親が重度の障害がある場合
・父又は母に裁判所から保護命令が出ている児童
・婚姻によらないで出生した児童を監護する場合 　など

　ただし、次のような場合は、手当を受け取ることができません。
　　⑴ 児童が里親に委託されているとき、または児童福祉施設等に入所しているとき
　　⑵ 児童、父または母、養育者が日本国内に住んでいないとき
　　⑶ 父または母が婚姻しているとき（事実上の婚姻関係を含む）

◆支給される手当額
　申請者の方及び、同居されている方の所得制限があり、全部支給、一部支給、支給停止のいずれかに決定
されます。（手当額は平成27年度の額です）

●全部支給 ４２，０００円（月額）
●一部支給 ４１，９９０円（月額）～９，９１０円（月額）

所得の増加に応じて手当額（10円きざみ）を設定
●支給停止 ０円
※２人目は５，０００円、３人目以降は３，０００円ずつ加算されます。
※支給月は４月、８月、12月で、４カ月分まとめて支給されます。

◆児童扶養手当を受ける手続き
　窓口（子育て推進課、加茂川総合事務所）へ認定請求書の提出が必要になります。その際、生活の状況を
聞き取りさせていただきます。
　認定請求には、戸籍謄本などを添付することになりますが、手当を受ける方の支給条件によって添付する
書類が異なります。
　この手当は受給資格があっても請求しない限り支給されませんのでご注意ください。

◆受給資格がなくなる場合
　�　次のような場合は、手当を受ける資格がなくなりますので、必ず資格喪失届を提出してください。受給

資格がなくなって受給された手当は、全額返還しなければなりません。
　　⑴ 手当を受けている父または母が婚姻したとき（事実上の婚姻関係を含む。）
　　⑵ 対象児童を養育、監護しなくなったとき（児童の施設入所・里親委託・婚姻を含む。）
　　⑶ 刑務所に拘禁されている父または母が出所したとき（仮出所も含みます）
　　⑷ 児童が父また母と生計を同じくするようになったとき
　　⑸ その他受給要件に該当しなくなったとき
　※偽りその他不正の手段により手当を受けた者は３年以下の懲役又は30万円以下の罰金に処せられます。

【お問い合わせ先】　子育て推進課　子育て推進班　☎０８６６－５４－１３２８

　町では、平成26年度から固定資産税の課税対象となる家屋の全棟調査を実施してい
ます。
　この調査は、町内にある全ての家屋について、増築や未調査による課税もれ、または
取り壊し等がある家屋を調査するもので、既に課税されている家屋との公平を期し、公
正で適正な課税を目指すために行うものです。
　町の職員が全家屋の調査を行いますので、皆様のご理解とご協力をお願いいたしま�
す。

１．調査方法について
●�課税台帳の登録内容（所在、種類、構造、床面積等）に基づき、建物の現況を確認さ
せていただきます。

●外観（外周）調査を行いますので、敷地内に立ち入りさせていただきます。
　（原則として家屋の中には入りません）
●所有者が不在の場合も確認させていただきますので、ご理解をお願いします。
　※�調査は地方税法の規定により行われます。調査担当職員は、「固定資産評価補助員証」
を携帯していますので、不審の際はご確認ください。

２．調査後の対応について
　調査の結果、台帳と現況が異なる場合は、以下のとおり対応します。
●未課税家屋（課税対象家屋で、課税台帳に記載がない場合）
　　�町内全域の全棟調査が完了した翌年度（平成30年度を予定）から課税開始となり
ます。

●滅失家屋（課税台帳に家屋が記載されているが、現地に存在しない場合）
　　�現況において課税家屋が存在しない（取り壊されていた等）場合は、調査年度から
課税除外とします。調査年の１月１日時点で存在する場合は、調査年度の翌年度か
ら課税除外とします。

３．調査予定地区について
　�　調査予定地区は、以下のとおりです。進捗状況によっては、年度を前後する可能性
がありますのでご了承ください。

　　平成26年度　　津賀地区、円城地区
　　平成27年度　　御北地区、上竹地区、豊野地区
　　平成28年度　　下竹地区、吉川地区、大和地区

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

家屋全棟調査の実施について
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平成28年１月 個人番号(マイナンバー)から
の利用が始まりました
　マイナンバー制度の開始により平成28年１月から町の一部の事務で申請書などに個人番号の記入が
必要になりました。（表のとおり）
　マイナンバーは、公正・公平な給付と負担を図りながら行政の効率化と町民の皆さんの利便性向上
を目的に法律で定められた事務のみで利用されます。

表：平成28年1月から個人番号を利用する主な事務
担当課 事務名 個人番号を利用する事務 電話番号

税 務 課 地方税関係事務
納税管理人申告書、固定資産
税および軽自動車税減免申請
書など町税の賦課、徴収に関
すること

☎0866-54-1315

福 祉 課

身体障害者手帳交付事務 新規交付、再交付、居住地等
変更、返還

☎0866-54-1317

精神障害者福祉保健手帳交付事務 新規交付、更新、記載事項変
更、再交付申請など

介護給付費等支給事務 障害福祉サービスの申請受付
補装具支給事務 申請受付
日常生活用具および住宅改修費給付事務 申請受付
自立支援医療費支給（更正医療・
精神通院医療）関係事務 新規、再認定、変更申請など

特別児童扶養手当等請求事務 認定請求、障害状況届、額改
定請求、所得状況届

特別障害者等手当請求事務
認定請求、所得状況届、氏名、
住所変更届、資格喪失届、死
亡届

戦没者等の遺族に対する特別弔慰
金請求事務 請求受付

心身障害者福祉手当支給事務 支給、現況届など
介護保険認定関係事務 要介護（要支援）認定
介護保険料関係事務 賦課、減免、徴収など

介護保険資格給付関係事務 取得、喪失、保険給付の支給、
利用者負担に関すること

生活保護関係事務 申請受付
中国残留邦人等支援事務 申請受付

保 健 課

国民健康保険給付関係事務 保険給付の支給など

☎0866-54-1326

後期高齢者医療保険料関係事務 賦課、徴収など
後期高齢者医療保険給付関係事務 保険給付の支給など
結核児童療養給付事務 申請受付

母子保健事業 未熟児養育医療給付の申請な
ど

予防接種 予防接種の実施、給付の申請
など

担当課 事務名 個人番号を利用する事務 電話番号

子育て推進課

児童手当支給事務 申請、現況届など

☎0866-54-1328
児童扶養手当支給事務 申請、変更、現況届など

幼稚園・保育園利用関係事務 利用申込など

障害児自立支援関係事務 給付など

建 設 課 町営住宅管理事務 申請など ☎0866-54-1319

◎法改正などにより変更となる場合があります。
◎それぞれの事務の詳しいお問い合わせは、担当課にお願いします。

注意してください！

マイナンバー制度に便乗した詐欺や不審な電話などにご注意ください！

　マイナンバーの記入が必要な書類などを提出する際は、本人確認が必要です。
　個人番号カード、または通知カードと運転免許証やパスポートなどの身分証明書を提示してい
ただき、「番号確認」と「本人確認」を行います。

　マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報を聞き出そうとする電話、メール、手紙、
訪問などがあったという情報が、マイナンバーのコールセンターや、消費生活センターなどに寄
せられています。マイナンバー制度をかたった不審な電話やメール、手紙、訪問などには十分注
意し、場合によっては相談窓口をご利用ください。
■�マイナンバーの手続きで、国の関係省庁や地方自治体などが、口座番号や口座の暗証番号、所
得や資産の情報、家族構成、年金・保険の情報などを聞いたり、お金やキャッシュカードを要
求したりすることは一切ありません。ATMの操作をお願いすることも一切ありません。
　こうした内容の電話や手紙、訪問には応じないでください。

　相談窓口のご案内

・不審な電話などを受けたときは…
　●消費者ホットライン　電話番号　１８８

・マイナンバーが含まれる個人情報の取扱いに関する苦情は…
　●特定個人情報保護委員会　苦情あっせん相談窓口
　　　　　　　　　電話番号 ０３－６４４１－３４５２
　　※開設時間は、平日9：30～12：00、13：00～17：30

・詐欺など被害に遭われたときは…
　●警察　相談専用電話　電話番号　＃９１１０

【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　☎０８６６－５４－１３１６
　企画課　情報政策班　☎０８６６－５４－１３１４
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公民館コーナー 今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 内　　　　　容

２月１日（月） 御北 こども習字教室 午後３時40分～　小学１～３年生対象
硬筆・毛筆

２月６日（土） 吉川 星空観察 午後４時～　予約が必要　国立吉備少年自然の家

２月15日（月） 御北 こども習字教室 午後３時40分～　小学４～６年生、中学生対象
硬筆・毛筆・ペン習字

２月24日（水） 御北 めばえ大学～にこにこ広場～ 午前10時～　節分・豆まきを楽しもう！

２月27日（土） 津賀 プリザーブドフラワーで
コサージュ作り 午後１時30分～　1,000円　　申込〆切2/17

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550

上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194

下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

個人番号カードの交付が始まります。
　平成28年１月から、個人番号カードの交付申請をされた方に順次個人番号カードが交付されます。
　個人番号カードは、表面に顔写真・氏名・住所・生年月日・性別・有効期間、裏面に個人番号等が掲載された、
公的な身分証明書として利用できるカードです。初回交付手数料は無料です。

個人番号カード交付の流れ
①個人番号カード交付通知書（はがき）がご本人宛に郵送で届きます。
　　　　　　　➡
②必要書類をご持参の上、ご本人が指定の交付場所へお越しください。
　　※15歳未満の方又は成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。
　　　（代理権の書類が必要となります）
　　※�ご本人が病気、身体の障害等やむを得ない理由により交付場所に来庁できない場合に限り、代理

人に受け取りを委任することができます。この場合、必要書類が異なりますので、事前に住民課
へご連絡ください。

　　　　　　　➡
③受け取りの際、窓口で本人確認を行います。
　　　　　　　➡
④暗証番号の設定をしていただきますので、あらかじめ暗証番号を考えておいてください。

　※暗証番号１、２については電子証明書の発行を希望しない場合は不要です。
　※暗証番号２、３、４は同じものとすることができます。
　　　　　　　➡
⑤個人番号カードが交付されます。

交付場所

必要書類

加茂川地区…加茂川総合事務所　　賀陽地区…住民課

○交付通知書（はがき）　　○本人確認書類（※）
○通知カード　　　　　 　○住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

※本人確認書類

顔写真付
（１点確認）

住民基本台帳カード、運転免許証、運転経歴証明書（H24.4.1以降に交付されたも
の）、旅券、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、在留カード、
特別永住者証明書など

顔写真無
（２点確認）

健康保険証、医療受給者証、介護保険証、年金手帳、年金証書、児童扶養手当証書、
社員証、学生証、預金通帳など

種　類 使用できる文字及び必要文字数 暗証番号が必要な手続き
暗証番号１ 署名用電子証

明書
英数字６文字以上16文字以下（英字
は大文字のAから Z、数字は０から
９までのいずれも1つ以上が必要とな
ります。）

インターネット等で電子文書を作
成・送信する際に利用
※利用例…電子申請（e-Tax 等）

暗証番号２ 利用者証明用
電子証明書

数字４桁 インターネットサイト等にログイ
ンをする際に利用
※利用例…行政のサイト ( マイ
ポータル等）へのログイン等

暗証番号３ 住民基本台帳 数字４桁 住民票コードをテキストデータと
して利用する際に必要

暗証番号４ 券面事項入力
補助用

数字４桁 個人番号や基本４情報（住所・氏名・
生年月日・性別）を確認し、テキ
ストデータとして利用する際に必
要

【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　☎０８６６－５４－１３１６
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -1124

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

２月号

出会いの
号

扉
2016年 ２月の休館日

１日 ８日 11日
15日　21日
22日　29日

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

ぼくだけのこと スギヤマカナヨ／偕成社 か

おめん ささきようこ／ポプラ社 か

おばあさんのしんぶん 松本春野／講談社 ロ

わたしとなかよし ナンシー・カールソン／瑞雲舎 ロ

児　

童　

書

大きくてもちっちゃいかばの子カバオ 森山京／風濤社 か

ロビンソン・クルーソー ダニエル・デフォー／学研 か

林家たい平の落語のじかん 林家たい平／毎日新聞出版 ロ

森のクライシス 岡田康則／小学館 ロ

一
般
実
用
書

図説・日本刀大全 学習研究社 か

花咲き夢咲く桃山の里 あみの福祉会／クリエイツかもがわ か

毎日食べたくなる絶品鍋 大庭英子／成美堂出版 ロ

人口減少に立ち向かう市町村 「季刊地域」編集部／農文協 ロ

一
般
読
み
物

となりのセレブたち 篠田節子／新潮社 か

うずら大名 畠中恵／集英社 か

我が家のヒミツ 奥田英朗／集英社 ロ

鬼神の如く 葉室麟／新潮社 ロ

児童書 一般書『おばあさんのしんぶん』 『となりのセレブたち』

　戦争中、出雲へ疎開したてつおは、毎
朝新聞配達をして一生懸命働いていまし
た。そんなてつおにはひとつだけ楽しみ
があります。それは、配達のあとに、あ
るおじいさんとおばあさんの家で読み終
わった新聞を見せてもらうこと。だけど
ある日おじいさんが亡くなって…。

　マダムたちのお茶会中。普段は本
心を隠している彼女たちだが、ある
ものを間違って食べてしまったこと
で、それぞれの隠れた本音が浮き彫
りになる。私たちの周りにもいる !?
「セレブ」な人たちをユーモアと皮
肉たっぷりに描いた短編集。

★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
� 　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分

　　　11日（木）は、祝日で休館のため　お休み
　　　25日（木）ロマン高原かよう図書館

この本がよかった！
図書館利用者さんの好きな本　紹介コーナー

『運を呼び込む
� 神様ごはん』

ちこ／著
サンクチュアリ出版

①�この本を手に取ったきっかけは？
　偶然に！図書館の新着本コー
ナーで見つけました。
②�本について教えてください！
　「台所に神様をイメージする」
ことの心理的効果が書かれてい
ます。「台所を清らかに保ち、
丁寧に作られたごはんをいただ
くことで、心も浄化される・・」
とあり、とても新鮮に、また何
回も読みました。時間がたつと
また心に響くものがかわるの
で、必ず読み返したいです。
暮らし方が変わるかな？

60代女性
Ｎさん発信！

今　残すとき！つないでいこう　わが町の伝承

　「地域に残る言い伝えや民話、慣習などの
大切な暮らしの証

あかし

（文化）を残そう」とい
う目的で活動をしています。
　このままでは廃れてしまう「言い伝え」を、
出向いて聞き取り記録します。どんな短い
話や事柄でも結構です。教えてください。

　町の資料として保存したい
以下の資料を探しています。
『村のなりわい旧上竹荘村誌』
『豊野村大観』
『吉川誌』
『加茂川町の民話』

吉備中央町のことが書か
れた本を集めています

郷土に関する本をお持ちの方
で、寄贈いただける場合は、
ご連絡ください。貴重資料と
して保存します。

吉備中央町の民話・伝説、集めています！
【方法】
１．�５人までのグループでお
集まりいただき、地域の
こと、昔話などについて
聞き取りをします。1人
の場合でもお声かけくだ
さい。

２．�聞き取った事柄について
は、吉備中央町の記録資
料として保存します。

生きてきた証は町の誇り！

夜、あの峠を通ると必
ず道に迷うんで。狐に
化かされるんじゃと。

なんと昔な、金の
鶏が鳴くとな、宝
物が…

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

お
か
や
ま
の
木
で
家
づ
く
り

　

平
成
28
年
度
岡
山
県
育
英
会
東
京
寮
寮
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者

①�

県
内
に
居
住
す
る
世
帯
の
男
子
学
生
で
、

平
成
28
年
４
月
に
東
京
都
及
び
そ
の
周
辺

に
所
在
す
る
大
学
（
夜
間
部
を
含
む
）
の

第
１
年
次
生
と
し
て
入
学
（
ま
た
は
入
学

志
望
）
の
者

②�

心
身
と
も
に
健
全
で
共
同
生
活
を
営
み
得

る
者

③
勉
学
に
熱
意
の
あ
る
者

④
寮
費
及
び
食
費
を
支
弁
し
得
る
者

⑤�

独
立
の
生
計
を
営
む
確
実
な
保
証
人
が
あ

る
者

【
募
集
人
員
】
約
40
名

【
応�

募
手
続
】
入
寮
希
望
者
は
次
の
書
類
を

整
え
て
提
出
の
こ
と
。

お知らせ
INFORMATION～～
町以外からのお知らせ

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様
に
対
し

て
、
次
の
条
件
で
育
成
資
金
を
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。

【
貸
付
対
象
者
】

　

０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で

【
貸
付
申
込
者
】

　

貸
付
を
希
望
す
る
お
子
様
の
保
護
者

【 

貸
付
期
間
】

　

�

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校
の
卒
業

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
市
町
村
の

助
成
に
よ
り
、子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方
の
う
ち
、
接

種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関

を
受
診
し
た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認

定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
産
の
木
材
を
使
用
し
て
住
宅
の
新

築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
す
る
方
に
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
の
対
象
は
、
県
内
産

の
乾
燥
さ
せ
た
木
材
を
一
定
量
以
上
使
用
す

る
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
要
件
や
受
付
状
況
な
ど
の
詳
し

い
情
報
は
、
林
政
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

※�

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
現
地
検
査
が

可
能
な
物
件
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
受
付

戸
数
が
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

�http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/page/
detail-93903.htm

l

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

備
前
県
民
局
森
林
企
画
課

�

☎
０
８
６

－

２
３
３

－

９
８
３
３

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
の

ご
案
内

岡
山
県
育
英
会
東
京
寮
寮
生

募
集

　

�

入
寮
願
・
履
歴
書
及
び
家
庭
調
書 

・
調

査
書
・
健
康
診
断
書
・
82
円
切
手
１
枚

※�

応
募
に
必
要
な
所
定
の
用
紙
は
所
属
高
校

ま
た
は
直
接
本
会
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

　

平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
～
３
月
７
日
㈪

【
選
考
方
法
】

　

書
類
及
び
面
接
選
考
に
て
決
定
し
ま
す
。

　

�

面
接
選
考
に
つ
い
て
は
、
１
月
下
旬
と
３

月
中
旬
を
予
定
（
書
類
選
考
後
通
知
）
入

寮
説
明
会
を
３
月
中
旬
に
行
い
ま
す
。

【
選
考
結
果
】

　

面
接
選
考
後
、
各
個
人
へ
通
知
し
ま
す
。

【
入
寮
申
込
書
類
提
出
先
】

　

〒
７
０
０

－

８
５
７
０

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２

－

４

－

６

　

岡
山
県
教
育
庁　

生
涯
学
習
課
内

　

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
育
英
会

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
５
９
８

の
月
ま
で
。

【
貸
付
金
額
】

　

①
は
じ
め
に
（
お
子
様
一
人
に
つ
き
）

�

15
万
5
千
円

　

②
貸
付
期
間
中�

月
額
2
万
円 

　

③
小
・
中
学
校
入
学
時
に（
希
望
者
の
み
）

�

入
学
支
度
金
4
万
4
千
円 

【
利
子
】
無
利
子

【
返
還
方
法
】

　

�

貸
付
期
間
終
了
後
、
６
ヶ
月
ま
た
は
１
年

据
え
置
い
て
か
ら
、
月
賦
に
よ
る
20
年
以

内
の
均
等
払
い
。
た
だ
し
、
高
校
・
大
学

等
に
進
学
さ
れ
た
場
合
は
、
卒
業
ま
で
の

返
還
を
猶
予
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

〒
７
０
０

－

０
９
４
１

　

岡
山
市
北
区
青
江
１

－

22

－

33

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
岡
山
支
所

�

☎
０
８
６

－

２
３
２

－

７
０
５
３

お
知
ら
せ

募　

集

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
具
体
的
な
請

求
方
法
等
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓

口
ま
で
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�

０
１
２
０

－

１
４
９

－

９
３
１

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

�

☎
０
３

－

３
５
０
６

－

９
４
１
１（
有
料
）
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相　

談

確定申告会場はママカリフォーラムです
（岡山コンベンションセンター２階　岡山市北区駅元町14番１号）

　　　【期　　間】　　平成28年２月16日（火）～３月15日（火）
　　　【受付時間】　　午前９時～午後４時（相談時間は午前９時～午後５時）
※上記期間中は、岡山西税務署では申告会場を設けておりませんのでご注意ください。
※�駐車場（ママカリパーキング、リットパーキング）は有料となっており、台数に限りがありますので、
来場の際には公共交通機関をご利用ください。

※�税務署の閉庁日（土・日・祝日）は、相談及び窓口での申告書の受付は行っておりませんが、２月21日、
2月28日の日曜日に限り、上記の申告会場（ママカリフォーラム）において確定申告の相談を行います。

お問い合わせは、岡山西税務署　☎086－254－3411まで

 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人事業者の消費税及び地方消費税の申告・納税は

３月31日（木）まで

所得税及び復興特別所得税・贈与税の申告・納税は

３月15日（火）まで

おうちで作成
　　ネットで申告

吉備中央町国際交流便り
　11月11日、ロマン高原かよう総合会館で、ハサミ一本からでき
る小さな国際貢献として使用済み切手の整理作業を行いました。
　今回整理した使用済切手は、段ボール１箱。中には、外国の切
手や、とても珍しい切手などがありました。
　参加者からは、「切手の切り方などがわかり良かった」「どうし
て、使用済切手が役に立つか良く分かった」と感想がありまし�
た。
　これらの切手は「日本キリスト協会海外医療協力会（JOCS）」
へ送られ、使用済切手の収集家に買い取られ、収益は JOCS の保
健医療活動などの経費に充てられます。

　11月29日、国立吉備青少年自然の家で、国際交流パーティーを
開催しました。
　これは、町内在住、在勤の外国人の方々の交流を深めるために
行われているもので、当日は88名の参加がありました。
　パーティーでは、参加者全員で巻き寿司を作りました。最初は
手本を見ながら巻いていた参加者も、最後は思い思いの巻き寿司
を作り、できた巻き寿司を味わっていました。
　その後、ビンゴゲームやレクリエーション、参加者からの飛び
入りの歌で大変盛り上がり、交流を深めた１日になりました。

【お申し込み・お問い合わせ先】
　　吉備中央町国際化推進協会事務局（協働推進課内）　☎０８６６－５４－１３０１

残
火
薬
類
の
適
正
処
理
に
つ
い
て

自
動
車
の
適
正
な
登
録
に
つ
い
て

　

猟
銃
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
年
の
３
月
15
日
を
も
っ
て
平
成
27
年
度

の
狩
猟
期
間
が
終
了
し
ま
す
が
、
期
間
中
に

購
入
し
た
火
薬
類
は
計
画
的
に
消
費
で
き
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

再
度
点
検
し
て
、
使
い
残
し
の
実
包
が
な

い
か
確
認
す
る
と
と
も
に
、
使
い
残
し
の
実

包
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
期
か
つ
適
正
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
警
察
本
部　

生
活
安
全
企
画
課

�

☎
０
８
６

－

２
３
４

－

０
１
１
０

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
自

動
車
検
査
証
（
車
検
証
）
上
の
所
有
者
（
割

賦
販
売
な
ど
で
所
有
者
が
売
主
に
あ
る
場
合

は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
月
31
日
ま
で
に
運
輸
支
局

で
必
要
な
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、「
手
放

し
た
自
動
車
の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
」、

「
転
居
先
に
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
」
と

い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
譲

渡
、
下
取
り
、
廃
車
な
ど
の
理
由
で
自
動
車

を
手
放
す
際
に
は
、
必
ず
運
輸
支
局
で
移
転

登
録
や
変
更
登
録
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
引
越
を
し
た
と
き
は
、
住
所
の
変

更
登
録
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
外
か
ら
引
越
さ
れ
た
方
で
、
現

在
も
引
き
続
き
岡
山
県
以
外
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
付
け
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に

岡
山
県
ナ
ン
バ
ー
（「
岡
山
」
ま
た
は
「
倉

敷
」
プ
レ
ー
ト
）
へ
の
変
更
登
録
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局（
登
録
手
続
）

�

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
７
２

　

備
前
県
民
局　

税
務
部
（
自
動
車
税
）

�

☎
０
８
６

－

２
３
３

－

９
８
４
４

学
生
・
保
護
者
登
録
制
度
を
新
た
に

創
設
し
ま
し
た
！

　

岡
山
県
で
は
、
就
職
活
動
中
や
こ
れ
か
ら

行
う
学
生
や
既
卒
の
方
、
そ
の
保
護
者
の
方

を
対
象
と
し
て
、
就
職
予
定
の
年
度
な
ど
を

登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
合
同
企
業
説
明
会
、
就
職

面
接
会
な
ど
の
開
催
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
、
学
生
・
保
護
者
登
録
制
度
を
新
た
に

創
設
し
ま
し
た
。

　

県
内
企
業
へ
の
就
職
を
お
考
え
の
学
生
お

よ
び
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
企
業
人
材
確

保
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

�http://w
w
w
.job-agency-okayam

a.

jp/student/index.htm
l

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

労
働
雇
用
政
策
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
９
１

あ
な
た
の
就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

　

岡
山
県
が
設
置
し
て
い
る
「
お
か
や
ま
若

者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
専
任
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
職
業
相
談
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
概
ね
40
歳
ま
で
の
方

の
就
職
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
サ
ポ
ー
ト
内
容
】

○�

専
任
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就
職
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

○�

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
分
に
ど
ん
な
能
力

や
興
味
が
あ
る
の
か
、
診
断
で
き
ま
す
。

○�

面
接
練
習
、
応
募
書
類
作
成
の
ア
ド
バ
イ

ス
、履
歴
書
、職
務
経
歴
書
の
書
き
方
や
、

面
接
で
の
受
け
答
え
の
仕
方
な
ど
を
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

○�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
の
検
索
や
求

人
票
の
見
方
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

○�

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
電
話
応
対
、
自
己
Ｐ

Ｒ
の
仕
方
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

【
会
場
】

　

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
７
階（
岡
山
会
場
）

　

岡
山
市
北
区
本
町
６

－

36

【
受
付
時
間
】

　

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
電
話
番
号
】

�

☎
０
８
６

－

２
３
６

－

１
５
１
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

労
働
雇
用
政
策
課　
　

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
９
１

司
法
書
士
・
税
理
士
・
土
地
家
屋
調

査
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
住

民
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
次
の
日
程
で
司
法
書
士
・
税
理
士
・
土

地
家
屋
調
査
士
の
三
士
業
合
同
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

平
成
28
年
２
月
13
日
㈯

　

①�

セ
ミ
ナ
ー
（「
争
族
」
に
な
ら
な
い
た

め
の
相
続
対
策
） 　

午
後
１
時
～
２
時

　

②
無
料
相
談
会　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

【
内
容
】

　

�

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
不
動
産
、
税

金
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

【
会
場
】
岡
山
県
立
図
書
館

　

岡
山
市
北
区
丸
の
内
２

－
６

－

30

【
参
加
費
】
無
料
（
予
約
は
不
要
で
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

７
９
０
６（
崎
山
）



おめ

でとう満1歳
便

石
井　

蓮
馬
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

い
し
い
　

は
ず
ま

平成27年２月14日生まれ

元気ですくすく大きくなってね。

藤
井　

琉
生
ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

ふ
じ
い
　

る

い

平成27年２月17日生まれ

お誕生日おめでとう！！
すべてが可愛い琉生君。大好きだよ♥
見ているだけでパパとママも幸せ♪
これからもたくさん楽しいことをパパと
ママとネェネとしようね。パパ・ママより

吉
原
は
る
の
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

よ
し
は
ら

平成27年１月13日生まれ

1歳の誕生日おめでとう！活発で、
笑顔の可愛いはるさん♡お兄ちゃん
達に負けずに大きくなってね！

藤
原　

倖
愛
ち
ゃ
ん
（
北
）

ふ
じ
わ
ら

さ
ち
え

平成27年２月17日生まれ

お兄ちゃんに負けないように
元気にスクスク大きくなってネ♥
ママより
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　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介しています。
情報をお寄せください。（敬称略）
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

　円城小学校６年生　内
ない

藤
とう

　友
ゆう

祐
すけ

さん
　■第30回岡山ブロック（東部）地区学童陸上運動記録会
　　走り高跳びの部　１位（記録　139㎝）
　　主　催： 岡山県教育委員会、岡山県小学校体育連盟岡山ブロック（東部）
　　　　　　体育連盟
　　日　程：平成27年10月24日（土）
　　会　場：備前市総合運動公園　多目的競技場
　■第37回岡山県学童陸上競技大会
　　走り高跳びの部　２位（記録　135㎝）
　　主　催： 一般財団法人岡山県陸上競技協会
　　日　程：平成27年11月３日（火）
　　会　場：岡山県陸上競技場

＜コメント＞
　町内の陸上記録会で東部の大会に出場できる手ごたえはありました。この大会は昨年も出場していたので、順位も
考えず、緊張しない中で跳ぶことができました。
　県の学童陸上競技大会では、東部の大会と雰囲気も違いましたが、他の選手の人たちと仲良くなっていくうちに緊
張が解けていきました。競技ではバーの高さが上がっていっても緊張しませんでしたが、常に一生懸命跳ぶ気持ちを
持って臨みました。
　東部の記録が県大会で出せていたら1位になっていたので、県大会での２位という成績は自分の中では悔しかったで
すが、県大会出場、２位は自分にとってとてもいい経験になりました。
　この経験を通して、中学校に入学してもいろいろなことに一生懸命頑張っていきたいです。

お便り、お話しありがとうございます。

　町内の匿名希望の方からお話を伺いましたので、ここでご紹介します。

　秋の収穫の時期を終え、仕事や地域の行事がひと段落したとき、財布を落としてしまいました。
　おそらく、車に乗るときに落としてしまったのかと思い、探してみましたが見つかりませんでした。
　仕方がないなとあきらめかけていた時に、なんと財布を拾った方が駐在所が留守だったため、わ
ざわざ家に財布を届けてくださいました。若い方で直接持ってきていただいた上にお名前は名乗ら
ず帰られました。
　財布が戻ってきたこともですが、ありがたい、すばらしい人を見たという思いでいっぱいになり、
優しい人情の中にどっぷりつかったという気持ちになりました。町内の方であることは分かってい
るのですが、今でも大変嬉しく思い感謝しています。
　こういったすばらしい気持ちはみんなが大切にしないといけないことですし、振り込め詐欺など
の事件が毎日報道される中で、このような素敵な人情が残っている吉備中央町が本当によい町であ
るとあらためて思いました。
　優しさを持って人に接し、人の優しさに触れた時には素直にありがとうとお年寄りも若い人もみ
んなが言える、そういった思いを一人一人が持ってまちづくりを行うことで、この町はもっとよく
なるのではないか、もっとよくなって欲しいと今回の経験を通して皆さんにお伝えできたらと思い
ました。



フォト
トピックス
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
、
子
育
て
応
援
隊

あ
そ
ぼ
う
屋
の
１
枚
で
す
。

　
撮
影
中
は
、
一
生
懸
命
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ

れ
て
し
ま
い
、
取
材
が
終
わ
る
と
ヘ

ト
ヘ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
先
日
、
取
材
先
で
、
地
域
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
お
祭
り
や
そ
の
し
き
た

り
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
昔

か
ら
人
づ
て
に
伝
え
ら
れ
た
伝
承
な

ど
、
興
味
深
く
聞
く
と
と
も
に
、
次

の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

▼
フ
ォ
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
紹
介
し
た

緊
急
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
基
本

協
定
の
取
材
で
は
、
真
剣
に
訓
練
に

臨
む
こ
と
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
人
々
が

顔
を
合
わ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
、
地
域
で
の
見
守

り
や
災
害
時
の
助
け
合
い
に
つ
な
が

る
第
一
歩
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た

取
材
と
な
り
ま
し
た
。

�

石
井

　読書フェスティバル in きびちゅうおう
　11月21日、ロマン高原かよう総合会館で「読書フェスティバル in きびちゅうおう」（主催＝読書フェスティ
バル in きびちゅうおう実行委員会）が開催されました。
　これは、イベントでの体験を通して読書への関心を高めてもらうために毎年開催されているもので、この日は
町内外から訪れた約400人の親子連れが参加。加賀中学校生徒による見せ語りや地元グループ「ゆう＆ゆう」に
よるおはなし会、「レインボー」による語りや人形劇が披露されました。また、午後からの劇団「歌

か
舞
ぶ
人
と
」によ

るミュージカルでは、マジックを交えた舞台に観客は歓声を上げていました。
　このほかにも、町内の小中学校の読書に関する取り組みの展示や、工作コーナー等も設けられ、訪れた人は読
書への理解を深めながら、フェスティバルを楽しんでいました。

　行政の枠を越えて緊急時における相互応援に関する基本協定を締結
　11月29日、美咲町江与味にある江与味コミュニティセンターで、吉備中央町旧高富小学校区みんなで支えあ
う地域づくり協議会と美咲町江与味自治会との緊急時における相互応援に関する基本協定の締結式と合同防災訓
練が行われました。
　これは、隣接する両地区が行政の枠を越えて自然災害や行方不明者の捜索など、
地域の住民自ら生命財産を守るため、お互い協力するとともに、防災意識の高揚と、
緊急時の対応能力の向上を図ることを目的に開催されたものです。
　訓練では、巨大台風の豪雨による土砂崩れや集落間を結ぶ河川の増水を想定し、
各避難所への避難訓練や、炊き出し訓練などが行われました。
　このほかにも火災発生時の放水訓練、救護訓練なども行われ、参加者は真剣に取
り組みながら、防災への理解や緊急時の対応について理解を深めていました。

　じねんじょ祭り
　11月15日、吉備高原都市センター区さんさん広場で、第17回じねんじょ祭り（主
催＝じねんじょ祭り実行委員会）が開催されました。当日は、生産者が丹精込めて作っ
た吉備中央町産の自然薯約1,000本を市価の２割引きで販売。10時の祭り開始とと
もに、訪れた多くの家族連れが自然薯を買い求めていました。
　また、自然薯を使ったとろろめしやとろろうどん、自然薯入りのお好み焼き、コロッ
ケなどの模擬店も並び、さわやかな秋晴れのもと、来場者は吉備高原の秋の味覚を
堪能していました。

イベント情報

中

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６－５４－１３０１
【主　　　　　催】　ロマン高原かよう総合会館　


